
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
月
二
十
二
日
（
木
）
第
八
八
五
回 

◇
・
講
師 

大
倉 

浩 
 

 
 

 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
倉
浩
法
律
事
務
所 

所
長 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
仕
事
へ
の
取
組
み
～
す
な
お
な
自
分
作
り
～
」 

 
 

 

商
社
マ
ン
を
目
指
し
て
い
た
が
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
を
き
っ
か
け
に
法
曹
界
に 

転
向
。
平
成
元
年
に
十
回
目
で
司
法
試
験
に
合
格
。
七
年
に
地
元
浦
和
で
大
倉 

事
務
所
を
開
設
。
二
十
六
年
に
埼
玉
県
弁
護
士
会
会
長
に
就
任
し
た
。
弁
護
士 

活
動
に
東
奔
西
走
す
る
中
、
企
業
の
ト
ッ
プ
に
経
営
倫
理
を
学
ん
で
も
ら
い
、 

ト
ッ
プ
が
変
わ
る
事
で
健
全
な
企
業
に
す
る
事
を
目
指
し
、
倫
理
活
動
に
懸
命 

に
取
り
組
む
。
新
聞
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
「
心
掛
け
た
い
こ
と
」 

は
、
整
理
整
頓
・
早
起
き
等
、
倫
理
の
教
え
と
同
じ
。
倫
理
は
早
起
き
を
し
て 

生
き
方
を
学
ぶ
場
で
あ
る
。
趣
味
は
映
画
観
賞
・
ダ
ン
ス
・
読
書
。
各
々
学
ぶ 

 
 

 
 

 
 

 

事
が
多
い
。
映
画
「
生
き
る
」
は
特
に
心
に
残
り
、
幸
せ
は 

 
 

 
 

 
 

 

掴
み
取
る
も
の
で
は
な
く
感
じ
る
も
の
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

弁
護
士
活
動
で
は
少
年
事
件
に
強
い
思
い
が
あ
る
。
少
年
は 

 
 

 
 

 
 

 

家
庭
等
の
環
境
が
変
わ
れ
ば
見
違
え
る
よ
う
に
変
わ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

更
生
へ
の
手
助
け
を
し
、
立
ち
直
っ
た
姿
を
見
る
と
弁
護
士 

 
 

 
 

 
 

 

冥
利
に
尽
き
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

齋
藤 

幸
子 

記 
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一
月
二
十
九
日
（
木
）
第
八
八
六
回 

◇
・
講
師 

三
村 

恵 
 

 

長
野
県
松
本
中
央
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
心
・
た
ま
し
い
が
喜
ぶ
・
心
が
光
」 

 
 

 

昭
和
三
十
一
年
生
ま
れ
の
五
十
九
歳
。
二
度
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
験
す
る
。 

 
 

 
 

二
十
四
歳
で
農
家
の
長
男
の
嫁
と
し
て
嫁
ぐ
。
義
母
は
決
し
て
「
あ
り
が
と
う 

」
と
い
う
言
葉
を
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
事
が
災
い
し
て
ス
ト
レ 

ス
で
過
呼
吸
に
な
る
。
そ
の
後
、
突
然
夫
が
原
因
不
明
で
三
ヶ
月
の
入
院
を
す 

る
。
一
ヶ
月
半
程
し
て
膠
原
病
と
診
断
さ
れ
る
。
原
因
は
過
労
、
不
眠
、
ス
ト 

レ
ス
で
あ
る
。
夫
の
退
院
と
同
時
に
倫
理
に
入
会
し
、
指
導
を
受
け
る
。
次
男 

は
生
後
三
ヶ
月
で
大
手
術
を
受
け
、
幼
稚
園
卒
園
ま
で
は
体
が
弱
か
っ
た
。
苦 

労
し
て
育
て
た
次
男
に
養
子
縁
組
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
時
は
主
人
も
私
も
結 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
論
を
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
次
男
自
身
が
養
子
に
入 

 
 

 
 

 
 

 
る
事
を
決
断
。
倫
理
の
学
び
で
、
誰
も
家
を
継
ぐ
人
が
い
な 

 
 

 
 

 
 

 

い
家
「
絶
家
」
を
継
ぐ
こ
と
は
人
の
徳
を
積
む
三
大
徳
積
の 

 
 

 
 

 
 

 

一
つ
と
学
び
、
次
男
は
こ
の
事
を
実
践
し
た
と
思
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住
田 

浩
一 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

一
月
八
日(

木
）
第
八
八
三
回 

◇
・
講
師 

田
中 

和
明 

 
 

 
  

草
加
市
倫
理
法
人
会 

顧
問 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

草
加
市
長 

◇
・
テ
ー
マ 

「
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
街
づ
く
り
」 

  
生
家
は
草
加
市
氷
川
町
の
草
加
神
社
で
す
。
明
治
四
十
二
年
、
十
一
社
の 

御
霊
を
預
か
り
、
氷
川
神
社
か
ら
草
加
神
社
へ
と
な
り
ま
し
た
。
草
加 

神
社
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
・
文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

昭
和
四
十
六
年
、
草
加
市
役
所
に
入
所
し
て
三
十
八
年
間
、
勤
務
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
に
「
神
社
は
息
子
で
も
出
来
る
が
市
長
は
田
中
さ
ん
し
か 

出
来
な
い
」
の
言
葉
に
決
意
を
固
め
市
長
職
に
就
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
六 

年
十
二
月
十
二
日
よ
り
公
約
を
三
十
三
項
目
掲
げ
、
二
期
目
の
職
務
が
ス
タ 

 
 

 
 

 
 

 
 
―

ト
し
ま
し
た
。
松
並
木
、
奥
の
細
道
が
国
の
名
勝
指 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
を
受
け
、
後
世
に
伝
え
る
保
存
計
画
を
市
民
目
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
災
害
に
強
く
、
市
民 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
安
心
、
安
全
、
豊
か
さ
の
実
感
が
出
来
る
快
適
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

草
加
市
を
目
指
し
て
、
「
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
街
づ 

 
 

 
 

 
 

 
 

く
り
」
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芹
澤 

一
人 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
月
十
五
日
（
木
）
第
八
八
四
回 

◇
・
講
師 

関
根 

隆
弘 

      

越
谷
市
倫
理
法
人
会 
副
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

株)

関
根
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ 
代
表
取
締
役 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
人
生
も
仕
事
も
常
に
修
行
」  

 
 

 

現
在
百
三
十
名
の
従
業
員
を
抱
え
る
運
送
会
社
は
一
代
で
築
き
上
げ
、 

 

現
在
も
尚
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
差
五
十
五
歳
の
父
親 

で
あ
ま
り
良
い
環
境
と
は
言
え
な
い
中
、
父
母
に
甘
え
て
過
ご
し
た
幼
年
期 

で
し
た
。
十
七
歳
の
時
に
父
を
亡
く
し
、
先
輩
が
経
営
す
る
解
体
工
事
店
で 

働
く
が
一
年
し
か
続
か
ず
退
社
。
そ
の
後
運
送
会
社
へ
転
職
し
、
独
学
で 

運
送
会
社
の
経
営
を
始
め
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
一
台
か
ら
始
め
た
会
社
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

成
長
し
、
自
社
ビ
ル
も
完
成
し
ま
し
た
。
会
社
の
成
長
と
共
に
社
員
教
育
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
時
、
倫
理
法
人
会
と
出
会
い
、
活
力
朝
礼
を
取
り
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

れ
会
社
が
変
わ
り
ま
し
た
。
後
継
者
倫
理
塾
の
入
塾
で
自
分
も 
 

 
 

 
 

変
わ
り
、
父
親
の
あ
り
が
た
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。
二
年
後
に 

 
 

 
 

 

運
送
関
係
の
学
校
を
開
校
し
て
こ
れ
か
ら
運
送
の
仕
事
を
す
る 

 
 

 
 

 

人
の
為
の
学
び
の
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

風
間 

利
高 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


